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要旨 
During World War II, the Japanese army invaded Laos after “Meigo sakusen” on March 9, 1945. 
The period of Japanese rule in Laos was only five months, but after the surrender of Japan, the 
Lao Issara movement, also known as the Lao Independence movement, appeared.  In the 
history of Laos, the period of Japanese rule is considered the period when changes occurred.  
However, there are only a few studies and documents from this period, so the details are not 
clear. 
In this paper, I will examine the invasion of the Japanese Army in Luang Pabang mainly in 
accordance with documents from the Japanese side.  These documents show that the Japanese 
army invaded Luang Pabang without engaging in a battle with France, obtained cooperation 
from the Lao side, was able to continue performing their war tasks, and did not intervene in the 
administration.  However, it can be said that this is insufficient for illuminating the entire 
picture, it will be necessary to gather more documents and continue my study of this period. 
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はじめに 
 第二次世界大戦中のインドシナ（現在のベトナム、ラオス、カンボジア）は、東南ア
ジアで唯一、1945 年 3 月 9 日まで西欧の植民地政権である仏印政権が温存された地域


















































中心と王都が異なっていた。1944 年 11 月、インドシナ駐屯軍（同年 12 月 20 日より第






























を占領した歩兵第 8 連隊第 3 大隊（長：迫政則少佐）とベトナムのビンを占領した歩兵
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歩兵第 8連隊第 3大隊は 3月下旬にビエンチャンからルアンパバーンに向けて進駐を
開始し18、歩兵第 83 連隊第 3 大隊は 3 月 21 日にビンを出発した19。歩兵第 8 連隊第 3
大隊は、2 部隊にルアンパバーン武装処理の命令が出されていることは連絡を受けてい
たようである20が、歩兵第 83 連隊第 3 大隊は 3 月 29 日あるいは 30 日になって、連隊本
部から連絡を受けた21。しかし、両部隊間で連絡を取ることはできず、お互いにどのよ
うな状況で、どこまで部隊を進めているのかの情報を知らなかった22。 
以下、まず、歩兵第 83 連隊第 3 大隊の行動を緒方大隊長編集の回想録と『メモ』23に









平原西端のナムチャットに到着し、そこで、連隊本部から、歩兵第 8 連隊第 3 大隊がビ
エンチャンより北上中で、道路の交差するフーコン（プークーンのこと）で合流するよ
うにと連絡があった25。 
31 日、フーコンに到着したが、歩兵第 8 連隊第 3 大隊の到着が確認されなかったの
で、先に進んだ。途中、ミン川の支流にかかる橋がことごとくフランス兵によって破壊
































通訳官が日本語に訳した。20 時頃、歩兵第 8 連隊第 3 大隊の迫大隊長が副官及び伝令
とルアンパバーンに到着した29ため、連隊本部に「共にルアンパバーンに無血入城」し
たことを報告した。これによって、ルアンパバーンにおける明号作戦は終了し、歩兵第
83 連隊第 3 大隊主力のみがルアンパバーン駐屯となり、その他の部隊は原所属への復
帰やバンバンに戻り道路構築作業に従事することになった30。 




















































- 106 - 
 
その際にサイゴンへ行く皇太子を車に乗せ、ビエンチャンまで送った36。 
 緒方編の回想録によると、国王は 3 月 9 日の日本軍による仏印武力処理について報告
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8 月、日本が降伏すると、ルアンプラバン憲兵分隊は 8 月 20 日までに重要書類を焼
却し、全員メコン川を筏で下り、8 号線を通ってベトナムのタイビンに集結した58。歩























①によると、1945 年 3 月 9 日、日本軍がビエンチャンを占領した時に、ペッサラー
トはビエンチャンにいた。急いでルアンパバーンに戻ることにし、3 月 14 日にルアン
パバーンに到着した。ルアンパバーンに戻ると、役人を招集して状況説明のための会議
を開いた。日本軍が到着したのは 3 月 15 日で、日本軍は到着すると、ルアンパバーン
日本軍のルアンパバーン進駐 
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  おわりに 
限られた資料からの考察ではあるが、日本側とラオス側の資料を突き合わせると、以
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